
第20回マイアミ通りまちづくり協議会

マイアミ通りまちづくりNews  vol.20_2026.2.６

●日時 2026年1月20日（火） 18:00～20:00

●場所 市役所別館 401会議室

●プログラム

１．（令和７年度）マイアミフェスタ2025の振り返り

２．マイアミ通り基本設計業務について

３．アンケート記入

■「マイアミフェスタ2025」の振り返りを行いました！来場者は約6,400人！

【事務局・発行】鹿児島市 市街地まちづくり推進課

TEL：099-216-1388 MAIL：shimatiduku@city.kagoshima.lg.jp

【事務局支援】UR都市機構 九州支社 都市再生業務部 事業企画課

今後の歩道利活用の検討に生かすため、UR都市機構では「マイアミフェスタ2025」の効果検証として、人流分

析ツールにより来場者動向を分析し、出店者アンケート結果を取りまとめました。

協議会は今年度も継続的に開催する予定です。ご参加を希望される方は事務局までご連絡ください。

市HPに「マイアミ通り利活用基本計画」や「まちづくりNews」のバックナンバーを掲載しています。

https://www.city.kagoshima.lg.jp/kensetu/toshikeikaku/shimatiduku/machizukuri/machizukuri/maiami2.html

・人流や滞在時間等、分析はありがたかった。
・（施設整備にあたっては、）エリアの価値を守るようなガイドラインの策定などもNPOとして必要かもと思った。
（景観や歴史、文化を損なわないように）
・変化していくもの（こと）が楽しめれば良いと思う。

参加者の感想・意見 －アンケートより抜粋ー

■鹿児島市HPへの掲載

✓ マイアミフェスタの来場者は約6,400名
✓ 平常時と比較して約4.8倍の来場を記録

✓ 平常時と比較して約1.8倍の滞在時間を記録
✓ 年代は特定の世代に偏らず幅広く、女性の比率が

高い傾向がみられた

人流データ計測結果概要

マイアミ通りの基本設計計画案について意見交換を行いました！

現在、市が実施しているマイアミ通りにおける施設整備の基本設計について、設計案の意見交換を実施しました。

主に、設備の管理や、先進技術の活用、歴史・文化の発信などの観点で活発な意見が交わされました。

引き続き、協議会とともに議論を深めて検討していきます。

イベントはマイアミ通りの集客に高い効果を示

しており、マイアミ通りの滞在時間増加に寄与

していることが分かった。

分かったこと

出店者アンケートでは、主にイートインスペースの要望や出店したことにより、実店舗への送客効果があったと評価

する声がありました。
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